
（別紙様式４）

〒
（住所）
（電話）

〒
（住所）
（電話）

昼夜

単位時間 単位時間 単位時間 単位時間 単位時間 単位時間

年 114 単位 16 単位 288 単位 0 単位 0 単位 0 単位

200 人 141 人 人 1 %

人
人
人
人
％

■就職者に占める地元就職者の割合 (F/E)
％

■卒業者に占める就職者の割合 (E/C)
％
人

（令和 7

受審年月：

（Ａ：単位時間による算定）

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

（Ｂ：単位数による算定）

単位

単位

単位

単位

単位

単位

単位

人

人

人

人

人

人

人

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価：無 無
※有の場合、例えば以下について任意記載

評価団体：
評価結果を掲載した
ホームページＵＲＬ

（うち企業等と連携したインターンシップの授業時数） 0

教員の属性（専任
教員について記

入）

 ① 専修学校の専門課程を修了した後、学校等におい
てその担当する教育等に従事した者であって、当該専
門課程の修業年限と当該業務に従事した期間とを通算
して六年以上となる者

（専修学校設置基準第41条第1項第1号） 2

 ② 学士の学位を有する者等 （専修学校設置基準第41条第1項第2号） 4

 ③ 高等学校教諭等経験者 （専修学校設置基準第41条第1項第3号） 0

 計 7

上記①～⑤のうち、実務家教員（分野におけるおおむね５年以上の実務の経験を有し、かつ、高
度の実務の能力を有する者を想定）の数

3

 ④ 修士の学位又は専門職学位 （専修学校設置基準第41条第1項第4号） 0

 ⑤ その他 （専修学校設置基準第41条第1項第5号） 1

うち企業等と連携した演習の授業時数

うち企業等と連携した必修の演習の授業時数 ○○

総授業時数 304

うち企業等と連携した実験・実習・実技の授業時数 0

○○

うち必修授業時数 ○○

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の授業時数 ○○

ヘアメイク事務所、ヘアメイクサロン、フォトスタジオ、ブライダルサロン、美容室、アイラッシュサロン

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の授業時数

（うち企業等と連携したインターンシップの授業時数） ○○

0

うち企業等と連携した必修の演習の授業時数

当該学科の
ホームページ

URL
http://www.tbe.ac.jp/course/biyo

83
■進学者数 0
■その他

28

うち企業等と連携した演習の授業時数 110

うち必修授業時数 62

企業等と連携した
実習等の実施状況
（Ａ、Ｂいずれか

に記入）

総授業時数 ○○

うち企業等と連携した実験・実習・実技の授業時数 ○○

2 昼間
※単位時間、単位いずれ
かに記入

生徒総定員 生徒実員(A) 留学生数（生徒実員の内数）(B) 留学生割合(B/A)

1

（令和7年度卒業生）

82
■地元就職者数 (F) 2
■就職率 (E/D)　　　　　　　　　　： 100

2

就職等の状況

■卒業者数 (C)　　　　　　　　： 99
■就職希望者数 (D)　　　　　： 82
■就職者数 (E)　　　　　　　　：

年度卒業者に関する令和６年５月１日時点の情報）

■主な就職先、業界等

学科の目的 クライアントの要望を的確に把握し、対応できる技術とともに、流行を敏感に察知でき、美容業界で活躍できる人材になる。

学科の特徴（取得
可能な資格、中退

率　等）

多様化したヘアメイク現場で経験を積むとともに、現場に適した技術力を身に付け。セルフプロデュースができるような創造力や行動力を身に付ける。
ＪESCメイクアップアーティスト検定、JNECネイリスト技能検定3級、着付け（初伝中伝）、おもてなしマスター検定、色彩活用パーソナルカラー検定3級

修業年限
全課程の修了に必要な総授業時数又は総

単位数 講義 演習 実習 実験 実技

文化・教養 文化・教養専門課程 ヘアメイク科 令和 1(2019)年度 - 令和 1(2019)年度

分野 認定課程名 認定学科名 専門士認定年度 高度専門士認定年度 職業実践専門課程認定年度

令和8年6月15日

134-0088

03-5658-9090
設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人滋慶学園 昭和58年12月23日 浮舟　邦彦 東京都江戸川区東葛西6丁目16番2号
134-0084

03-5878-3311

東京ベルエポック美容専門学
校

平成20年10月31日 川戸　功一 東京都江戸川区西葛西6丁目24番16号

職業実践専門課程等の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地



種別

①

③

③

-

－

－

－

－

（年間の開催数及び開催時期）

名　前 所　　　属 任期

如月　音流 世界コスプレ技術検定協会　理事
令和7年4月1日～令和9年3月3
日(2年）

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課程
の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本方
針
卒業後に業界と直結した職業人教育を行うために、ともに即戦力となるスペシャリストを育成することを目的としている。現場
経験、講師経験豊富な企業と連携し教育を提供。カリキュラム、授業手法等、教材作成等の助言の協力が得られる体制が
とれる企業を選定。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

教務組織規則において、「委員会での審議を通じて示された企業等の要請その他の情報、意見を十分に活かし、実践的か
つ専門的な職業教育を実践するにふさわしい教育課程の編成に努める」ことが明記されている。これらに基づき、カリキュラ
ム検討会議で審議し、学校長許可を経て決定する。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

秋山　貴和子 Smart1 Beauty　代表取締役社長
令和7年4月1日～令和9年3月3
日(2年）

令和8年6月15日現在

古島　暉大 学校法人滋慶学園　常務理事
令和8年4月1日～令和10年3月
31日（２年）

　※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　（当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合、種別の欄は「－」を記載してください。）
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

川戸　功一 東京ベルエポック美容専門学校　学校長
令和8年4月1日～令和10年3月
31日（２年）

三井　真以子 東京ベルエポック美容専門学校　運営本部長
令和8年4月1日～令和10年3月
31日（２年）

第２回　令和8年10月27日　10：00～12：00（予定）

斎藤 慎太朗 株式会社AURA　新規開発事業部長
令和7年4月1日～令和9年3月3
日(2年）

年2回　（5月、10月）
（開催日時（実績））
第１回　令和7年5月27日　10：00～12：00

第２回　令和7年10月28日　10：00～12：00

第１回　令和8年5月26日　10：00～12：00

※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。

教育課程編成委員の中で、業界トップの姿を見せる事で“憧れよりも現実とのGAPが大きくなっている”との指摘を頂き、特
別授業では、身近な存在である卒業生から業界トップのヘアメイクアーティストの授業へと少しずつステップアップをしなが
ら、職業イメージを持たせるようなフローを構築しました。身近な目標を提示することで、現時点で自分に足りないこと、不足
していることを明確にし、その後の改善につなげています。職業選択の多様性に伴い、個人のアーティストのみでなく、一般
向けメイクサロンによる特別授業も実施。「ヘアメイク」としてより幅広い職業理解を促している。

中村　聖之 東京ベルエポック美容専門学校　事務局長
令和8年4月1日～令和10年3月
31日（２年）

安中　松太郎
東京ベルエポック美容専門学校
ヘアメイク科学科長

令和7年4月1日～令和9年3月3
日(2年）

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況



スチールヘアメイクⅡ
年代別の歴史やトレンドを学ぶ、またテーマに合わせたヘ
アメイクを自分で考えてヘアメイクに落とし込むことができ
るようになる。作品撮影をおこない自分の作品を残す。

株式会社テーブルカンパニー

デザイントレーニング

メイクアップ総論Ⅰ

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

業界の求める技術・知識水準を指導できる講師を連携企業から派遣してもらう。事前に学科長と連携企業の講師が授業前
に、授業内容、評価等について定める。連携企業講師には、シラバスの策定、試験の実施、評価まで行ってもらう。

デッサンやカラーワークを通じてメイクデザインの基礎を学
ぶとともに、クリエイティブな発想を鍛える。トレンド分析や
コンセプトメイキングを取り入れ、実践的なメイクデザインを
作成する力を身につける。メイクアップへの応用を意識しな
がら完成度の高いビジュアル表現を目指す。

一般社団法人コスメティックアク
ターアカデミー全国化粧品販売検
定協会

アシスタントプログラム
Ⅰ

ヘアメイク業界について学び、現場に行けるための技術・
知識・行動を身に付け即戦力となる力を身に付ける。

株式会社ビーサイド

メイクアップⅡ
メイクアップアーティスト・ビューティアドバイザーとして必要
な技術力・知識力・販売力を身につける。全国化粧品販売
員検定ブロンズ資格取得をする。

一般社団法人コスメティックアク
ターアカデミー全国化粧品販売検
定協会

Ⅰ：メイクアップに関する専門知識、ナチュラルメイクの基
礎的な技術を学ぶ。
Ⅱ：メイクアップデザインに関する専門的な理論と技術を学
び様々なメイクアップデザインを作り上げる。

有限会社ビ　アルケミスト

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針
本校は卒業後に業界と直結した職業人教育を行うために、業界と連携し、ともに即戦力となるスペシャリストを育成すること
を目的としている。そのため、特に演習科目においては現場で活躍するプロが講師として授業を行っている。卒業後即戦力
として活躍できる人材を養成するための授業内容を、業界関係者とともに企画立案・実施達成度評価を行う。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記



研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

対象： 専任教員

成長の原則＝３つの行動原則、セルフマネジメントの重要性を学生に伝えるアプローチ

生成AI　リスキリング研修 連携企業等： 労働局

対象：

令和7年12月8日(月)

②指導力の修得・向上のための研修等

新しいスキルを習得することにより、業務の効率化や問題解決能力が向上し、個々の生産性を高める

カウンセリング研修一次 連携企業等： 一般社団法人滋慶教育科学研究所

令和7年9月17日(水) 対象： 専任教員

カウンセリングマインドを学び、学生や保護者に対応できるようにスキル向上を目指す

キャリア教育インストラクター研修 連携企業等： 一般社団法人滋慶教育科学研究所

令和8年1月23日(金)

令和7年8月４日（火）～8月7日（金） 専任教員

令和7年6月4日(水) 対象： 専任教員

対象： 専任教員

チームやクラスの中で自律協働できる人材を育成するためのキャリア教育の考え方と手法を学ぶ

国家試験100％学科の取り組みを聞き、自校でできることを考える

J-WEB教員向けガイダンス 連携企業等： 一般社団法人滋慶教育科学研究所

令和7年6月12日(木) 対象： 専任教員

JWEBを活用し学生支援研修

EAST全体教務研修 連携企業等： 上越教育大学　教職大学院）

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記

教職員研修諸規定に定めれれている通り、教職員の授業内容・方法及びクラス運営方法を改善し向上させるとともに、マネ
ジメント能力を含む指導力の修得、向上させるために行うことを基本方針とする。

国家試験対策研修会 連携企業等： 一般社団法人滋慶教育科学研究所



研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

一般社団法人滋慶教育科学研究所

令和8年6月4日（木） 対象： 専任教員

国家試験100％学科の取り組みを聞き、自校でできることを考える

②指導力の修得・向上のための研修等

カウンセリングマインドを学び、学生や保護者に対応できるようにスキル向上を目指す

国家試験対策研修会 連携企業等：

CPOアカデミック資格更新「eラーニング講座」 連携企業等： 一般社団法人日本プライバシー認証機構

令和8年5月29日(金) 対象： 専任教員

①専攻分野における実務に関する研修等
（３）研修等の計画

個人情報保護・管理について継続的に広範な知識を習得する機会とする

EAST全体教務研修 連携企業等： 上越教育大学　教職大学院）

令和8年6月22日(月) 対象： 専任教員

『勇気づけ』で再構築する教員と学生の信頼関係

EAST全体教務研修 連携企業等： 上越教育大学　教職大学院）

令和8年12月7日(月) 対象： 専任教員

クラスの空気が変わる、学生が動き出す

FDミクロレベル〈クラスマネージメント〉研修Ⅰ 連携企業等： 一般社団法人滋慶教育科学研究所

令和8年5月20日(水) 対象： 専任教員

クラスの成長を促すコーチングの基礎を学び、実践することができるようになる

カウンセリング研修二次 連携企業等： 一般社団法人滋慶教育科学研究所

令和8年9月16日(水)～令和8年9月18日（金) 対象： 専任教員



種別

業界団体

高校関係

地域関係

卒業生

保護者

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期
（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL： https://www.tbe.ac.jp/school/info
公表時期： 令和8年6月15日

協和物産株式会社 代表取締役
令和7年4月1日～令和9年3月
31日（２年）

福島　賢太 playce 代表取締役
令和8年4月1日～令和10年3月
31日（２年）

新田　あかり 保護者代表
令和7年4月1日～令和9年3月
31日（２年）

空田　真之

（６）教育活動の基盤と改善・向上の取組
中期事業計画と財務基盤、学校運営、学校評価の実施と改善活動、情
報公開

（３）学生受入れ学生支援
学生募集及び入学者の選抜、収容定員管理、自主学習促進支援、修
学支援、生活支援

（４）教員・教育実施組織 教員の配置、募集、採用、組織編制、教員の資質向上

（５）教育環境 環境整備、安全対策、防災組織、施設・設備等

関　久美
ピアス株式会社
アテンダントスタッフ人事部 部長

令和8年4月1日～令和10年3月
31日（２年）

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目

（３）学校関係者評価結果の活用状況
評価結果は翌年度における重点課題への反映及び、自己点検・自己評価の各評価項目における到達目標設定に活用す
る。また、委員から上がった詳細の意見については、理事会や学内の運営会議などの意思決定機関にフィードバックされ、
具体的な取り組みに落とし込んでいく。登校習慣の身についていない学生や合理的配慮が必要な学生への対応、および教
育については社会背景の要請に適応してブラッシュアップし学内実習や各導入教育等、見直し・対策を立て、職業意識を
もって行動できるよう全ての授業において人間教育を軸に取り組みを行う。

（１）教育理念・目的・目標 理念・目的・育成人物像

（２）教育課程、教育の実施、学修成果
教育課程の編成、授業科目、教育内容、単位・卒業認定、目標の設定
と評価

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。
また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針
評価の内容を審議・評価することを通して、学園に理念でもある4つの信頼（学生、保護者、高校、業界、地域）に基づく、学
校運営の改善に活かすことを方針とする。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

所　　　属 任期

卯月　睦彦 敬愛学園高等学校　学校長
令和7年4月1日～令和9年3月
31日（２年）

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿

名　前



URL： https://www.tbe.ac.jp/school/info
公表時期： 令和8年6月15日

（１１）その他 その他
※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法

（１０）国際連携の状況 国際連携の状況

（５）様々な教育活動・教育環境 様々な教育活動・教育環境
（６）学生の生活支援 学生の生活支援
（７）学生納付金・修学支援 学生納付金・修学支援

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況に
関する情報を提供していること。」関係

（９）学校評価 学校評価
（８）学校の財務 学校の財務

（２）各学科等の教育 書く学科等の教育
（３）教職員 教職員
（４）キャリア教育・実践的職業教育 キャリア教育・実践的職業教育

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針
学内で毎年定める事業計画の実行方針において提起された目標（カリキュラムのイノベーション、中途退学防止、卒業生の
離職防止等）を具体化するため、企業等からヒアリングを行い、業界の動向を踏まえた実行計画を作成している。　企業等
への具体的な情報提供方法としては、業界関係者である兼任教員と教職員との間で講師会議を開催し、授業科目編成や各
科目のシラバスなとについて審議を行い、そこで出た意見を実行案へと反映させている。

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画 学校の概要、目的及び計画
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1 ○ 導入教育
目的意識を高め、プロに必要なことが何か
を認識する。同じ目的を持った仲間との相
互支援環境を作る。

1
前

30 2 ○ ○ ○

2 ○
プ ロ フ ェ ッ
ショナルへの
道Ⅰ

業界および職種について理解を深め、自分
の目指す将来像を明確にする。プロになる
ために自己管理が出来るようになる。

1
前

30 2 ○ ○ ○

3 ○
プ ロ フ ェ ッ
ショナルへの
道Ⅱ

業界研究と職種理解を深め、就職に必要な
知識、身構え、心構えを習得する。

1
後

30 2 ○ ○ ○

4 ○
プ ロ フ ェ ッ
ショナルへの
道Ⅲ

自分の目指す将来像を明確にし、就職内定
に向けた準備を行う。美容に対する興味・
理解をより深め、将来美容の現場で役立つ
知識を身につける。

2
前

30 2 ○ ○ ○

5 ○
プ ロ フ ェ ッ
ショナルへの
道Ⅳ

自分の目指す将来像を明確にし、就業に向
けた準備を行い、将来美容の現場で活躍す
る為の知識とマナーを身につける。

2
後

30 2 ○ ○ ○

6 ○
アシスタント
プログラムⅠ

ヘアメイク業界について学び、現場に行け
るための技術・知識・行動を身に付け即戦
力となる力を身に付ける。

1
前

30 2 ○ ○ ○ ○

7 ○
アシスタント
プログラムⅡ

ヘアメイク業界について学び、現場に行け
るための技術・知識・行動を身に付け即戦
力となる力を身に付ける。

1
後

30 2 ○ ○ ○ ○

8 ○
アシスタント
プログラムⅢ

ヘアメイク業界について学び、現場に行け
るための技術・知識・行動を身に付け即戦
力となる力を身に付ける。

2
前

30 2 ○ ○ ○ ○

9 ○ おもてなし
接客業において必要なおのてなしの心、コ
ミュニケーションを育む。おもてなしマス
ター検定に合格する。

1
前

30 2 ○ ○ ○

10 ○
グ ロ ー バ ル
サービス

日常英会話とビジネス英会話スキルを習得
する。また韓国語も習得する。

1
後

30 2 ○ ○ ○

11 ○
メイクアップ
Ⅰ

メイク基礎技術・知識・衛生を学びＪＥＳ
Ｃメイクアップアーティスト検定に合格で
きるようになる。

1
前

60 4 ○ ○ ○ ○

12 ○
メイクアップ
Ⅱ

テーマに合わせたメイクアップ技術を学
び、舞台メイクなどの技術が出来るように
なる。

1
後

60 4 ○ ○ ○ ○

授業科目等の概要

（文化・教養専門課程　ヘアメイク科）
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携



13 ○
ヘアスタイリ
ングⅠ

ヘアスタイリングの基術が出来るようにな
る。イメージ別のヘアスタイルが作れるよ
うになる。

1
前

60 4 ○ ○ ○

14 ○
ヘアスタイリ
ングⅡ

イメージに合わせたヘア技術と成人式のヘ
アスタイルが出来るようになる。

1
後

60 4 ○ ○ ○

15 ○
ネイルケア＆
アート

爪の構造や衛生管理の知識、ネイルケア・
カラーリングの技術が出来るようになる。
ネイリスト技能検定3級に合格する。

1
前

60 4 ○ ○ ○

16 ○ 着付け
自分で着物を着る、人に着物を着せること
が出来るようになる。着付け(初伝・中伝）
に合格する。

1
前

60 4 ○ ○ ○

17 ○
メイクアップ
総論Ⅰ

メイク基礎技術・知識・衛生を学びＪＥＳ
Ｃメイクアップアーティスト検定に合格で
きるようになる。

1
前

60 4 ○ ○ ○ ○

18 ○
メイクアップ
総論Ⅱ

似合うメイクを提案できるようになる。全
日本化粧品販売員検定ブロンズ合格を目指
す。

1
後

60 4 ○ ○ ○ ○

19 ○ ヘアメイクⅠ
ヘアとメイク、カルチャーをトータルで学
び年代別のヘアメイクをデザインし、表現
できるようになる。

1
後

60 4 ○ ○ ○ ○

20 ○ ヘアメイクⅡ
テーマに合わせたヘアメイク技術を短時間
に仕上げることが出来る。

2
前

60 4 ○ ○ ○ ○

21 ○ ヘアメイクⅢ
テーマに合わせたヘアメイク技術を短時間
に仕上げることが出来る。

2
後

60 4 ○ ○ ○ ○

22 ○
デ ザ イ ン ト
レーニング

デザインと発想力を養いトータルコーディ
ネート力を身に付ける

1
前

60 4 ○ ○ ○ ○

23 ○
スチールヘア
メイクⅠ

ヘアメイク作品撮影を中心にヘアメイクは
もちろん、画角、ポージングなどの撮影技
術をトータルで習得する。

1
後

60 4 ○ ○ ○

24 ○
スチールヘア
メイクⅡ

野外ロケ・スタジオなど環境に合わせたヘ
アメイクはもちろん、画角、ポージングな
ど撮影技術をトータルで習得する。

2
前

60 4 ○ ○ ○ ○

25 ○
スチールヘア
メイクⅢ

多様な撮影環境でも対応できるヘアメイク
技術を身につける。クオリティ向上の繊細
な技術を習得する。

2
後

60 4 ○ ○ ○ ○

26 ○
ブライダルヘ
アメイク

ドレスやシチュエーションに合わせたヘッ
ドピース及びヘアメイク技術を身につけ
る。

2
前

60 4 ○ ○ ○ ○

27 ○ 特殊メイク
傷や骨格補正等の特殊メイクが出来るよう
になる。

2
前

30 2 ○ ○ ○ ○

28 ○ サロンワーク
基礎技術の向上を図るとともに、実在する
サロンを想定した技術と接客マナーを学ぶ

2
後

30 2 ○ ○ ○

29 ○ アイデザイン
アイビューティーの基礎から応用までを学
び、顔のバランスを考慮したデザイン提案
力を養う

2
後

30 2 ○ ○ ○ ○

30 ○
SNSソリュー
ション

SNSで話題のトレンド情報を学び、同時に発
信力も身に付ける

2
前

30 2 ○ ○ ○



31 ○
アロマヒーリ
ングⅠ

アロマテラピーの基本的な知識とヒーリン
グ技法を学ぶ

2
前

30 2 ○ ○ ○

32 ○
アロマヒーリ
ングⅡ

アロマテラピーの基本的な知識とヒーリン
グ技法を学ぶ

2
後

30 2 ○ ○ ○

33 ○ ボディメイク 自分自身を磨くセルフレッスン
1
前

30 2 ○ ○ ○

34 ○
ファッション
スタイリング

スタイルやイメージの特徴、歴史、トレン
ド、スタイリング技術などを総合的に学ぶ

2
前

30 2 ○ ○ ○

35 ○
フェイシャル
エステ

フェイシャルエステにおける、セッティン
グ方法及びクレンジングやマッサージの基
本手技を身につける。

2
後

60 4 ○ ○ ○

36 ○ 美容総合技術
サロン系技術や知識を身につけることがで
きる。

2
後

60 4 ○ ○ ○

37 ○
パーソナルカ
ラーⅠ

色彩感覚を身につけ、パーソナルカラー検
定3級に合格する。

1
後

30 2 ○ ○ ○ ○

38 ○
デザインヘア
メイク

創造したイメージをヘアメイクを通じてデ
ザイン出来るようになる。

2
後

60 4 ○ ○ ○ ○

39 ○ 卒業制作
セルフプロデュース力を身に付け、卒業に
向けたヘアメイク制作を行う。

2
後

60 4 ○ ○ ○ ○

40 ○
ファッション
総合Ⅰ

ブライダルにおけるドレスフィッティング
技術及びショップ系コーディネートを習得
する。

1
後

60 4 ○ ○ ○

41 ○
ファッション
総合Ⅱ

ファッションやデザインについてコンセプ
トワークを習得する。

2
前

60 4 ○ ○ ○

42 ○
ファッション
総合Ⅲ

スタイリングにあわせたテクニックを習得
する。

2
後

60 4 ○ ○ ○

43 ○
メイクアップ
総論Ⅲ

ブライダルにおけるドレスフィッティング
技術及びショップ系コーディネートを習得
する。

2
前

60 4 ○ ○ ○

44 ○
メイクアップ
総論Ⅳ

ファッションやデザインについてコンセプ
トワークを習得する。

2
後

60 4 ○ ○ ○

45 ○
パーソナルカ
ラーⅡ

状況に応じた配色選択ができるようにな
る。

2
後

30 2 ○ ○ ○

46 ○
ファッション
総合Ⅳ

テーマにあわせてフィッティング技術
2
後

60 4 ○ ○ ○

47 ○ ヨガ
健康に基づく美容を学び、美容意識の向上
とお客様に運動アドバイスが出来るように
なる。

1
後

30 2 ○ ○ ○

48 ○
トータルメイ
ク

様々なシチュエーションに合わせたメイク
提案を学ぶ。

2
前

60 4 ○ ○ ○



49 ○ 接客マナー
ビジネスマナー、接客マナーを習得する。
即戦力となる対応を身につける。

2
前

60 4 ○ ○ ○

50 ○ ヘアメイクⅣ
最新のファッションや流行に合わせたヘア
メイクのコーディネートができる。

2
後

60 4 ○ ○ ○

51 ○
スキンケアカ
ウンセリング
Ⅰ

スキンケアカウンセリングの知識とエステ
基礎を学ぶ。

1
後

60 4 ○ ○ ○

52 ○
スキンケアカ
ウンセリング
Ⅱ

店頭で役立つテクニックとカウンセリング
ロールプレイ。コスメマイスター対策、ア
ロマ検定対策。

2
前

60 4 ○ ○ ○

53 ○
スキンケアカ
ウンセリング
Ⅲ

カウンセリングロールプレイで提案力を磨
く。

2
後

60 4 ○ ○ ○

54 ○
トータルセー
ルス

カウンセリングロールプレイ 店舗管理、
販売テクニック

2
前

60 4 ○ ○ ○

55 ○
セルフビュー
ティー

自分自身を磨くセルフレッスン
（スキンケア～メイク）

1
前

60 4 ○ ○ ○

56 ○
セルフビュー
ティーⅡ

インナービューティーを鍛える。
撮影実習にて想像力を身に付ける。

2
前

60 4 ○ ○ ○

57 ○
ブランド研究
Ⅰ

様々なブランドの特徴を学び、同時に発信
力も身に着ける。

1
後

60 4 ○ ○ ○

58 ○
ブランド研究
Ⅱ

様々なブランドのコンセプトを理解し、ブ
ランドマネジメントを身に着ける。

2
前

60 4 ○ ○ ○

59 ○
ブランド研究
Ⅲ

ブランドマネジメントを活かし、ブランド
プロデュース力を身に付ける。

2
後

60 4 ○ ○ ○

60 ○
ト ー タ ル
ビューティー
技術Ⅰ

メイク、ネイル、ファッションのトータル
コーデを学ぶ。

1
後

120 8 ○ ○ ○

61 ○
ト ー タ ル
ビューティー
技術Ⅱ

スタイリングにあわせたファッションテク
ニックとネイル技術を習得する。

2
前

120 8 ○ ○ ○

62 ○
ト ー タ ル
ビューティー
技術Ⅲ

トレンドの美容技術、知識を学ぶ。
2
後

120 8 ○ ○ ○

63 ○
トレンドメイ
クⅠ

トレンドにあったメイク技術を学ぶ。
販売員検定ブロンズ対策

1
後

60 4 ○ ○ ○

64 ○
トレンドメイ
クⅡ

トレンドにあったメイク技術を学ぶ。
販売員検定シルバー対策

2
前

60 4 ○ ○ ○

65 ○
パーソナルス
タイリング

パーソナルスタイリストとして知識向上。
1
後

60 4 ○ ○ ○

66 ○
パーソナルカ
ラー応用

最新のアートを学ぶ。
ジェルネイル検定初級対策

2
前

60 4 ○ ○ ○



67 ○ ジェルネイル
最新のアートを学ぶ。
ジェルネイル検定初級対策

2
後

60 4 ○ ○ ○

68 ○
ブライダル総
合

ブライダル業界の基礎知識から、業界構造
などブライダルに関する総合的な理解を深
める

2
前

30 2 ○ ○ ○

69 ○
ファッション
コーディネー
ト

TPO（時間・場所・目的）に応じたスタイリ
ング提案ができる力を養う

2
前

30 2 ○ ○ ○

70 ○
ビューティ技
術論Ⅰ

業界で活躍するプロから最新の技術を学ぶ
1
前

30 2 ○ ○ ○

71 ○
ビューティ技
術論Ⅱ

業界で活躍するプロからヘアメイクを目指
す上で、必要なスキルを学ぶ

1
後

30 2 ○ ○ ○

72 ○
ビューティ技
術論Ⅲ

業界で活躍するプロのヘアメイクから感性
を養い作品作りに活かせるようになる

2
前

30 2 ○ ○ ○

73 ○
ビューティ技
術論Ⅳ

業界で活躍するプロのヘアメイク業界へ即
戦力となれる技術、知識を学ぶ

2
後

30 2 ○ ○ ○

74 ○ 実習前教育
業界研究等を行い、実習へ向けての準備を
整える。

2
前

60 2 ○ ○ ○

75 ○ 現場実習Ⅰ
実習の目的・意義を理解し、実習へ向けて
目標設定をする。

2
前

120 8 ○ ○ ○ 〇

76 ○ 現場実習Ⅱ
現場において求められる接遇やお客様対応
の基礎を学ぶ。

2
前

120 8 ○ ○ ○ 〇

77 ○ 現場実習Ⅲ
現場において求められる接遇・クライアン
ト対応・提案の基礎を実践する。

2
前

120 8 ○ ○ ○ 〇

78 ○ 現場実習Ⅳ
現場において求められる接遇・クライアン
ト対応・提案の基礎を学ぶ。

2
後

120 8 ○ ○ ○ 〇

79 ○ 現場実習Ⅴ
現場において求められる接遇・クライアン
ト対応・提案の基礎を学ぶ。

2
後

120 8 ○ ○ ○ 〇

80 ○ 現場実習Ⅵ
現場において求められる接遇・クライアン
ト対応・提案を総合的に実践できる。

2
後

120 8 ○ ○ ○ 〇

81 ○ 実習後教育
現場実習の体験を振返り、成果と課題を抽
出し今後のアクションプランを立てる。

2
後

60 4 ○ ○ ○

67

期

週

１学年の学期区分

１学期の授業期間

（留意事項）

卒業要件及び履修方法 授業期間等

2

15

卒業要件：

定期試験及び臨時試験(論文・レポート含む）、平素の学習状況、出席
状況の3要素で評価。また、所定の教科課目及び所定の授業時間数【卒
業認定要件：必須1710時間（114単位）】を履修し、その成果が修了認
定すべきものと認められた場合、卒業を認定する。

履修方法：
所定の教科課目及び所定の授業時間数【卒業認定要件：必須1710時間
（114単位）】を履修

合計 科目 1710時間114 単位（単位時間）



２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。


